
捕まえた生きものと記念写真

磯で生きものを探す

岩にくっつく

岩の割れ目を覗いて

生きものを調べる

生きものを探す

アオリイカの卵の中の シロウミウシ
赤ちゃんを見る

バス

「海の博物館」
夏の
写真展

海 の 博 物 館 か ら 歩 い て 行 け る

大
お ぎ つ

吉半島の生きものたち 市立海の博物館　  32 6006

　海の博物館から歩いて行ける大吉
半島には、砂や砂利のある「砂浜」、
潮が引くと広い砂地や泥地が現れる

「干潟」、手でひっくり返せるぐらい
の大きさの石が転がっている「転

てんせき

石の
浜」、ごつごつとした岩がたくさんあ
る「磯」、そこに現れる「タイドプール

（しおだまり）」などの自然海岸が連
なっており、それぞれの海辺にはアマ
モやホンダワラ類などが繁茂する「藻

も

場
ば

」が広がっています。
　海の博物館では、この自然豊かな
海辺で子どもたちが海の生きものに
出会える「干潟の生きもの観察会」や

「磯の生きもの観察会」などを、春
から夏、初秋にかけて毎年開催して
います。
　大吉半島の「砂浜」は白い砂浜で、
磯と磯の間に広がっています。砂浜
で見られる生きものは、コメツキガ

ニ・マメコブシガニ・タマシキ
ゴカイの卵やフンなどで、春
先にはミズクラゲやアカクラ

ゲが打ち上がっています。
　大潮の干潮時には、砂浜の水辺に
アマモを見ることができる「干潟」が
現れます。この砂の上ではアラムシロ
ガイ・ウミニナ・ヘナタリ・ツメタガ
イ・オサガニ・アミメ
キンセンガニ・ヒメハ
ゼ・モミジガイ（ヒトデ
の仲間）などの生きも
のが見つかります。
　次に「転石の浜」は、
一見何も生きものはい
ないのかな？と思う海
辺ですが、石をめくる
とその下にイソガニ・
ヒライソガニ・ヤドカ
リの仲間が 隠れてお
り、運がいいとミミズ
ハゼなどの魚が見つか
ることもあります。

　さらに、大吉半島の広い「磯」には、
潮が引くと生きものがいっぱいのタイ
ドプールが現れ、また岩の表面や下、
隙間にはいろいろな生きものを見つ
けることができます。「タイドプール」
では、小さな巻貝や二枚貝の仲間、
イソギンチャク類を、岩の表面には
カメノテやカサガイ・ヒザラガイ・フ
ジツボの仲間を、また岩の下や隙間
を覗くと、ウニやヒトデの仲間、イワ
ガニ・ミズヒキゴカイなどを見つける
ことができます。
　博物館で開催している「ウミウシを
探せ！」の観察会では、磯の広がる
海に腰まで入ってアオウミウシやシロ
ウミウシ・クロシタナシウミウシなど

のウミウシを探して見つけ
ます。
　最後に、大吉半島の南側
のコアマモやアマモが生
えている「アマモ場」に網
を入れると、スズキ・メバ
ル・ヨウジウオ・アミメハ
ギ・タツノオトシゴ・ヒメイ
カ・コシマガリモエビ・テッ
ポウエビなどが捕まり、北
西側のホンダワラ類の海
藻が生えている「ガラモ場」
に網を入れると、クサフグ・
メジナ・ギンポなどの魚を
捕まえることができます。

期間 ところ７月６日(土)～９月30日(月) 市立海の博物館 フォトギャラリー

干潟の生きもの観察会 ウミウシを探せ！
　博物館から10 分ほど歩いた干潟では、
イカ・アミメハギ・ヨウジウオ・コメツキ
ガニなど干潟や藻場ならではの生きもの
に出会うことができます。
と　き  7 月   6 日（土）午前 11 時～午後1 時 30 分
　　　 7 月 20 日（土）午前 10 時 30 分～午後1 時 30 分
定　員  20 人（要予約）　　 参加費  1,200 円（入館料込み）
対　象  小学生以上
持ち物  濡れても良い靴、帽子、弁当、水分など

　博物館から15 分ほど歩くと、岩が
ごつごつした磯が広がります。潮が引
いた時にあらわれる岩場でウミウシを
探します。
と　き  7 月  7 日（日）午前 11 時 30 分～午後 2 時 30 分　
　　　 7 月 21日（日）午前 10 時 30 分～午後 1 時 30 分
定　員  20 人（要予約）　　 参加費  1,200 円（入館料込み）
対　象  小学生以上
持ち物  濡れても良い靴、帽子、弁当、水分など

付属インベント

　今回の写真展では、大
お ぎ つ

吉半島の海の環境やそこで生きるさまざまな生きものを写真で紹介します。鳥羽
の海の環境やそこで暮らす生きものたちのことを知ってもらい、海を大切にする心を育んでもらえればうれ
しいです。
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